
白川町訓令甲第４１号 

 

                               庁 中 一 般 

                               各 出 先 機 関 

 

白川町福祉有償運送事業実施要綱を次のように定める。 

 

令和８年６月３０日 

 

                         白川町長  佐 伯 正 貴 

 

白川町福祉有償運送事業実施要綱 

 

（趣旨）   

第１条 この要綱は、白川町コミュニティバス条例（平成３０年白川町条例第２６号。以下

「条例」という。）及び白川町コミュニティバス条例施行規則（平成３０年白川町規則第１

５号。以下「規則」という。）の規定に基づき、その他関係法令を踏まえ、白川町福祉有償

運送事業（以下「福祉有償運送」という。）の適切な運営及び実務に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（定義）   

第２条 この要綱において使用する用語の意義は、条例及び規則において使用する用語の例に

よる。ただし、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。   

(1) 移動困難者 単独で公共交通機関を利用して移動することが困難であり、又はこれに準

ずる事情がある者であって、道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省令第７５号）第４９

条第２号イ、ニ、ホ、ヘ又はトに規定する旅客の範囲に該当する者をいう。   

(2) 可茂地域 美濃加茂市、可児市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百津町、東白川

村及び御嵩町をいう。   

(3) 旧下呂町の区域 下呂市の区域のうち、平成の合併前の下呂町の区域をいう。 

（業務委託）   

第３条 町長は、条例第３条第２項及び条例第５条第１項の規定に基づき、福祉有償運送の運

行、運行管理、予約受付、使用料収受及びこれらに附随する業務を、適切な能力を有する民

間事業者（以下「受託事業者」という。）に委託することができる。 

（委託料の支払）   

第４条 町長は、受託事業者に対し、別に定める業務委託契約に基づき委託料を支払うものと

する。   

２ 前項の委託料は、運転労務の実費をベースとし、乗車前後の点検・点呼時間及び実績に応

じた待機料金等を含めて算定するものとする。   

３ 受託事業者は、毎月の運行実績に基づき、翌月指定の期日までに町長に委託料を請求する

ものとする。 

（利用対象者） 



第５条 福祉有償運送を利用できる者は、白川町に住所を有する移動困難者であって、次の各

号のいずれかに該当する者及びその付添人とする。 

(1) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第４条に規定する身体障害者 

(2) 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１９条第１項に規定する要介護認定を受けて

いる者 

(3) 介護保険法第１９条第２項に規定する要支援認定を受けている者 

(4) 介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）第１４０条の６２の４第２号の厚

生労働大臣が定める基準（基本チェックリスト）に該当する者 

(5) 道路運送法施行規則第４９条第２号トに掲げる者（事故又は傷病により一時的に歩行そ

の他の移動が著しく困難な状態にある者を含む。）であって、町長が別に定める判定基準

（以下「利用登録判定チェックシート」という。）により移動困難者であると認められる

者 

（事前登録及び申請）   

第６条 福祉有償運送を利用しようとする者（付添人を除く。以下「利用者」という。）は、

あらかじめ白川町福祉有償運送利用登録申請書（様式第１号）を町長に提出しなければなら

ない。   

２ 町長は、利用登録の審査（次条に規定する判定会議による審査を含む。）及び福祉有償運

送の適切な実施（配車調整、乗降時の安全確保、緊急時対応その他これらに準ずる目的）の

ため必要があると認めるときは、利用者の同意を得て、様式第１号に記載された個人情報に

加え、福祉有償運送の利用登録から利用の実施に至る過程で町又は受託事業者が取得し、又

は作成し、若しくは記録した利用者に関する個人情報（要配慮個人情報を含む。）を、町と

受託事業者との間で相互に提供し、共有し、又は受託事業者に取り扱わせることができる。 

３ 受託事業者は、前項の規定により取り扱う個人情報を、同項に規定する目的の範囲を超え

て利用し、又は第三者に提供してはならない。 

 （利用登録判定会議）   

第７条 町長は、前条第１項の申請があったときは、利用要件への該当性、運送の安全の確保

その他必要な事項を客観的かつ公平に審査するため、白川町福祉有償運送利用登録判定会議

（以下「判定会議」という。）を開催する。   

２ 判定会議は、白川町課設置条例（令和６年白川町条例第２４号）第２条に定める分掌事務

のうち障害者福祉を所掌する課の職員及び地域公共交通対策を所掌する課の職員をもって構

成し、構成員は町長が指名する。   

３ 判定会議に座長を置き、座長は障害者福祉を所掌する課長（当該課長が指名する者を含む。

）をもって充てる。   

４ 判定会議は、座長が招集し、これを主宰する。   

５ 障害者福祉を所掌する課の担当係は、判定会議に付議するに当たり、利用者の状況等につ

いて利用登録判定チェックシート等により必要な調査を行い、審査に必要な資料を作成し、

判定会議に提出するものとする。   

６ 判定会議は、審査のため必要があると認めるときは、利用者に対し面談を行い、又は利用

者若しくはその家族その他関係者の出席を求めて事情を聴き、若しくは資料の提出を求める

ことができる。   



７ 判定会議は、審査のため必要があると認めるときは、受託事業者を出席させ、利用者の輸

送に当たり必要な事項の確認を行わせ、又は意見を聴くことができる。   

８ 判定会議は、審査の結果を取りまとめ、利用登録の可否に関する意見を付して町長に報告

するものとする。   

９ 判定会議の構成員及び前２項の規定により出席した者は、判定会議において知り得た個人

情報その他の秘密を漏らしてはならない。その職を退き、又は出席しなくなった後も同様と

する。   

１０ 判定会議の庶務は、障害者福祉を所掌する課において処理する。 

 （登録の可否の決定及び通知）   

第８条 町長は、前条第８項の報告を踏まえ、利用要件への該当性、運送の安全の確保その他

必要な事項について総合的に審査し、利用登録の可否を決定するものとする。   

２ 町長は、前項の審査のため必要があると認めるときは、利用者に対し、資料の提出その他

必要な協力を求め、又は判定会議に再度付議することができる。   

３ 町長は、第１項の規定により利用登録を認定したときは白川町福祉有償運送利用登録認定

通知書（様式第２号）により、利用登録を認定しないときは白川町福祉有償運送利用登録不

認定通知書（様式第３号）により、利用者に通知するものとする。 

 （利用登録者名簿の管理）   

第９条 町長は、福祉有償運送の利用登録者を白川町福祉有償運送利用登録者名簿（様式第４

号）により管理するものとする。 

２ 前項の名簿は、様式第４号に定める事項を記録した電磁的記録をもってこれに代えること

ができる。 

 （期間を定めた利用登録）   

第１０条 町長は、利用者の心身状態が改善する見込みがあると認めるときは、期間を定めて

利用登録を認定することができる。 

 （利用事由）   

第１１条 利用者は、次に掲げる事由により移動を必要とする場合に利用できるものとする。   

(1) 医療機関への通院、入院、退院、転院   

(2) 福祉施設等での手続及び利用   

(3) 日用品の買物、金融機関等での日常生活に必要な用務   

(4) 前３号に掲げるもののほか、町長が必要と認める場合 

（運行の区域）   

第１２条 運送の区域は、１乗車につき白川町内を発地又は着地とする行程とする。   

２ 町外の運行範囲は、可茂地域及び下呂市（金山町及び旧下呂町の区域に限る。）とする。   

３ 前項に規定する区域のうち、東白川村を除く可茂地域及び下呂市（旧下呂町の区域）への

運行は、前条第１号及び第２号の利用事由に限る。 

 （運行時間）   

第１３条 運行時間は、午前９時から午後３時までとする。   

２ 受託事業者は、午後３時までに利用者が予約した目的地に到着するよう運行しなければな

らない。ただし、道路状況その他やむを得ない事由があるときは、この限りでない。   

 （予約申込み）   



第１４条 利用者は、利用を希望する日の前日までに、電話等により受託事業者が運営する予

約センターへ申し込むものとする。   

２ 受託事業者は、前項の申込みを受け付けたときは、車両及び運転者の対応の可否を確認の

上、午後３時までに目的地に到着できる出発時刻を定めて利用者に提示し、利用者がこれを

承諾したときに、当該予約は成立する。   

３ 受託事業者は、予約の成立又は不成立を、申込みをした者に通知するものとする。 

 （使用料）   

第１５条 利用者は、運送終了時に、使用料を現金その他町が指定する方法により支払うもの

とする。   

２ 駐車料金等の実費が発生した場合は、利用者が直接全額を負担するものとする。 

 （使用車両）   

第１６条 福祉有償運送に使用する車両は、福祉有償運送の登録に係る車両であって、次の各

号のいずれかに掲げるものとする。   

(1) 白川町が所有する自家用自動車   

(2) 白川町が社会福祉法人白川町社会福祉協議会と賃貸借契約を締結した自動車   

２ 車両には、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）その他関係法令の定めるところによ

り有償運送車両である旨を外部から見やすい位置に表示しなければならない。 

 （運転者の要件）   

第１７条 福祉有償運送の運転者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。   

(1) 普通第二種免許を有する者   

(2) 普通第一種免許を有し、かつ、道路運送法施行規則その他関係法令に定める国土交通大

臣の認定に係る講習等を修了した者 

 （運行管理及び安全確保）   

第１８条 受託事業者は、道路運送法その他関係法令に適合する受託事業者の運行管理マニュ

アルに従い、運行管理責任者を選任し、運行の安全確保に必要な運行管理を行わなければな

らない。   

２ 受託事業者は、前項の運行管理として、少なくとも次に掲げる事項を行わなければならな

い。   

(1) 点呼の実施   

(2) 乗務記録の作成及び保存   

(3) 運転者に対する指導及び監督 

 （報告）   

第１９条 受託事業者は、毎月の運行実績、事故の発生状況及び苦情の受付内容を町長に報告

しなければならない。   

２ 受託事業者は、事故その他運行の安全に関わる事案が発生したときは、前項の規定にかか

わらず、速やかに町長に報告しなければならない。   

３ 受託事業者は、福祉有償運送に関係する運行管理マニュアルを改定したときは、速やかに

その内容を町長に報告しなければならない。 

 （責任）   

第２０条 運行中における利用者の疾病又は症状の急変により生じた損害について、町及び受



託事業者は、故意又は過失がある場合を除き、その責を負わない。   

２ 前項の場合において、受託事業者は、必要な救護措置及び関係機関への連絡その他必要な

対応を行うものとする。 

 （補則）   

第２１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。 

 

附 則   

この要綱は、令和８年７月１日から施行する。 

  



様式第１号（第６条関係） 

 

白川町福祉有償運送利用登録申請書 

 

年   月   日 

白川町長      様 

 

申請者 住  所 

                      氏  名 

                      利用者との関係（         ） 

 

次のとおり、福祉有償運送の利用登録を受けたいので、白川町福祉有償運送事業実施要綱第

６条の規定により申請します。 

なお、本申請をもって、利用登録の審査（判定会議を含む。）及び運行の実施（配車調整・

安全確保・緊急時対応等）のため、申請書記載の情報に加え、町又は受託事業者が取得・作成

・記録した私の個人情報（要配慮個人情報を含む。）を、町と受託事業者の間で相互に提供・

共有し、又は受託事業者に取り扱わせること、並びに判定会議に受託事業者が出席することに

同意したものとします。 

※利用登録者番号（          ） 

ふりがな 

氏  名 

 
生年月日     年  月  日 

男 

女 

住  所 

（自治会） 

白川町 

     （    ） 
電話番号 

 

自宅以外の 

緊急連絡先 

氏名（本人との関係）       電話番号 

身体等の 

状    況 

□ 要介護１・２・３・４・５ □ 要支援１・２・基本チェックリスト 

□ 身体障害者手帳 

□ その他（                          ） 

具
体
的
な 

状
況 

□ 公共交通利用時の介助 必要 ・ 不要  

□ 歩行補助用具の使用 有 ・ 無 ※有の場合は下記も記入  

〔 杖・歩行器・車いす・ 他（             ）〕 

□ 人工透析治療の有無   有  ・  無 

□ その他（                       ） 

家族・付添

人の状況 

主な同居家族（続柄                       ） 

□ 付添人が必要（予定している付添人の続柄            ） 

□ 付添人は不要 

利用事由 

（内容） 

予定している行先・頻度などをお書きください 

 

備  考 
 

※利用登録者番号は記入不要 



様式第２号（第８条関係） 

 

白川町福祉有償運送利用登録認定通知書 

 

年   月   日 

 

 

         様 

 

           白川町長 

 

年   月   日付で申請のあった福祉有償運送利用登録申請について審査の結

果、次のとおり利用登録者として認定、登録しましたので、白川町福祉有償運送事業実施要綱

第８条第３項の規定により通知します。 

 

利用登録者番号  

利用登録者氏名  

住  所 
白川町 

 

備  考 

 

 

１ この福祉有償運送は、利用希望の重複等により希望どおりの利用ができないことがありま

す。 

２ 福祉有償運送を利用する場合は、利用日の前日までに電話で利用の申込みを行ってくださ

い。ただし、緊急の場合はこの限りでありません。 

３ 付添いが必要な場合は家族等で対応をお願いします。 

４ 利用料は、降車時又は利用後に請求します。 

５ 駐車料金及び有料道路利用料金等は、利用者において直接お支払いください。 

６ 運行中の利用者の容態急変等については、必要に応じて関係機関への連絡等を行います

が、医療行為は行えません。 

７ 運行中に交通事故等による損害賠償が生じた場合は、加入している保険等の範囲で対応し

ます。 



様式第３号（第８条関係） 

 

白川町福祉有償運送利用登録不認定通知書 

 

年   月   日 

 

 

         様 

 

           白川町長 

 

年   月   日付で申請のあった福祉有償運送利用登録申請について、審査の

結果、利用登録者として認定できませんでしたので、白川町福祉有償運送事業実施要綱第８条

第３項の規定により通知します。 

 

氏  名 
 

住  所 
白川町 

 

不認定の理由 

（観点・具体的事実） 

 

 



様式第４号（第９条関係） 

白川町福祉有償運送利用登録者名簿    年  月  日 現在 

利用 

登録者

番号 

氏   名 生年月日 申請日 

運送を必要とする理由 

１ 身体障害者 

２ 要介護認定を受けている者 

３ 要支援認定を受けている者 

４ 基本チェックリスト該当者 

５ その他の障害を有する者 

６ 傷病等で一時的に移動困難 

住所（自治会） 電話番号 決定日 

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
 

 

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  

 

   □１ □２ □３ □４ 

□５ □６ 

（期間：     まで） 
白川町 

（    ） 
  


